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揮
発
性
有
機
化
合
物

（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
問
題
で
、
Ｓ

Ｓ
側
へ
の
ガ
ソ
リ
ン
ベ
ー

パ
ー
低
減
対
策
の
規
制
強

化
に
対
し
て
危
機
感
が
高

ま
る
中
、
東
京
都
油
政
連

（
谷
口
寿
亜
会
長
）
と
東

京
石
商
（
矢
島
幹
也
理
事

長
）
は
、
全
国
各
地
の
石

油
組
合
の
ト
ッ
プ
を
切
っ

て
陳
情
活
動
を
開
始
し

た
。
12
日
、
同
組
合
を
訪

問
し
た
中
川
雅
治
参
議
院

議
員
（
東
京
選
挙
区
）
に

対
し
、
Ｓ
Ｓ
側
へ
の
配
慮

を
強
く
求
め
た
。

　

都
油
政
連
の
谷
口
会

長
、
大
家
章
嘉
、
高
橋
正

光
両
副
会
長
、
同
石
商
の

矢
島
理
事
長
、
大
谷
匡
広

副
理
事
長
が
出
席
。
計
量

機
で
ベ
ー
パ
ー
回
収
す
る

方
式
（
ス
テ
ー
ジ
Ⅱ
）
は

Ｓ
Ｓ
に
と
っ
て
負
担
が
重

い
こ
と
な
ど
を
訴
え
た
。

矢
島
理
事
長
は
「
仮
に
Ｓ

Ｓ
に
規
制
が
か
か
れ
ば
、

構
造
上
、
変
更
が
困
難
な

ノ
ン
ス
ペ
ー
ス（
懸
垂
式
）

だ
と
営
業
で
き
ず
即
廃
業

に
追
い
込
ま
れ
る
」
、
谷

口
会
長
は
「
〝
第
２
の
地

下
タ
ン
ク
問
題
〞
に
な
ら

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
。
改
正
消
防
法
令
へ
の

対
応
を
機
に
廃
業
す
る
Ｓ

Ｓ
が
急
増
し
た
と
き
と
同

じ
に
な
る
」
な
ど
と
強
い

懸
念
を
示
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
中
川
議

員
は
「
環
境
省
は
中
立
の

立
場
で
あ
る
」
と
す
る
一

方
、
「
規
制
は
Ｓ
Ｓ
経
営

に
与
え
る
影
響
が
大
き

く
、
特
に
都
市
部
で
廃
業

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

な
る
。
い
ま
で
も
少
な
く

て
困
っ
て
お
り
、
災
害
時

を
含
め
て
、
こ
れ
以
上
減

ら
す
べ
き
で
は
な
い
。
自

民
党
は
、
も
ち
ろ
ん
Ｓ
Ｓ

の
味
方
で
あ
り
中
小
企
業

の
味
方
だ
。
私
は
Ｓ
Ｓ
の

立
場
で
、
Ｓ
Ｓ
を
守
る
と

い
う
こ
と
で
頑
張
る
」
と

支
援
を
確
約
し
た
。

　

調
査
は
、
特
約
店
・
販

売
店
な
ど
に
よ
る
流
通
証

明
書
の
取
り
組
み
状
況
の

把
握
の
ほ
か
、
同
市
に
お

け
る
Ｓ
Ｓ
の
経
営
状
況
や

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
石
油
製

品
需
給
、
卸
価
格
の
形
成

な
ど
、
競
争
環
境
要
因
に

つ
い
て
実
態
把
握
を
行
っ

た
。
長
野
県
諏
訪
地
区
を

対
象
に
２
０
１
５
年
３
月

に
実
施
し
た
石
油
流
通
実

態
調
査
の
第
２
弾
（
公
表

は
15
年
７
月
）
。
熊
本
市

内
に
立
地
す
る
元
売
系
列

特
約
店
・
販
売
店
、
Ｐ
Ｂ

Ｓ
Ｓ
（
Ｊ
Ａ
を
含
む
）
の

計
１
７
８
Ｓ
Ｓ
を
対
象
に

15
年
10
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
。
１
３
２
Ｓ

Ｓ
（
回
答
率
74
・
２
％
）

か
ら
回
答
を
得
た
。

　

調
査
時
点
の
経
営
状
況

は
「
良
い
」
が
11
％
に
と

ど
ま
り
、
「
悪
い
」
が
46

・
５
％
を
占
め
た
。
「
良

い
」と
し
た
Ｓ
Ｓ
は
、「
油

外
収
益
の
増
加
」
を
挙
げ

た
一
方
、
「
悪
い
」
と
し

た
Ｓ
Ｓ
は
、
「
価
格
競
争

に
よ
る
マ
ー
ジ
ン
低
下
」

や
「
販
売
数
量
の
減
少
」

な
ど
を
挙
げ
、
Ｓ
Ｓ
の
収

益
悪
化
を
油
外
収
益
で
カ

バ
ー
し
て
い
る
実
態
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

　

市
内
Ｓ
Ｓ
間
の
競
争
構

造
と
し
て
は
「
近
隣
に
立

地
し
て
い
る
」
や
「
同
じ

通
り
沿
い
に
あ
る
」
が
多

く
、
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
安

売
り
を
競
合
理
由
に
挙
げ

る
Ｓ
Ｓ
は
少
な
か
っ
た
。

　

15
年
10
月
に
購
入
し
た

レ
ギ
ュ
ラ
ー
１
㍑
あ
た
り

の
マ
ー
ジ
ン
は
平
均
が
９

・
５
円
。
「
６
〜
８
円
」

が
30
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
８
〜
10
円
」
が
23

％
、
「
15
〜
20
円
」
が
14

％
、
「
３
〜
６
円
」
が
13

％
の
順
で
、
同
市
内
の
マ

ー
ジ
ン
は
同
月
の
全
国
平

均
11
・
８
円
を
下
回
る
厳

し
い
環
境
に
あ
っ
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
１
㍑
あ
た
り

の
事
後
調
整
額
は
平
均
３

円
で
、
「
３
〜
４
円
」
が

最
も
多
く
35
・
７
％
を
占

め
、「
２
〜
３
円
」が
21
・

４
％
、「
１
円
以
下
」、「
１

〜
２
円
」、「
４
円
超
」
が

各
14
・
３
％
と
、
事
後
調

整
額
の
価
格
差
も
浮
き
彫

り
と
な
っ
た
。
事
後
調
整

の
時
期
に
つ
い
て
は
「
月

末
」
が
66
・
７
％
と
全
体

の
３
分
の
２
を
占
め
た
。

　

系
列
Ｓ
Ｓ
の
業
転
玉
の

購
入
割
合
は
22
・
５
％
で
、

特
約
店
が
13
・
７
％
だ
っ

た
の
に
対
し
、
販
売
店
は

44
・
８
％
に
上
っ
た
。
仕

入
れ
に
占
め
る
業
転
玉
の

割
合
に
つ
い
て
は
、
「
20

％
以
下
」
が
47
・
４
％
と

最
も
多
く
、
次
い
で
「
40

〜
60
％
」
が
26
・
３
％
、

「
20
〜
40
％
」
「
60
〜
80

％
」
が
各
10
・
５
％
、

「
80
％
超
」が
５
・
３
％
。

　

業
転
玉
購
入
に
対
す
る

元
売
な
ど
の
反
応
は
、「
系

列
玉
の
購
入
を
指
導
さ
れ

た
」
が
52
・
２
％
、
「
な

に
も
言
わ
れ
て
い
な
い
」

が
34
・
８
％
、
「
品
確
法

の
軽
減
申
請
に
サ
イ
ン
し

な
い
と
言
わ
れ
た
」
が
４

・
３
％
。
「
サ
イ
ン
ポ
ー

ル
を
撤
去
す
る
と
言
わ
れ

た（
警
告
書
が
届
い
た
）」

と
の
回
答
は
な
か
っ
た
。

　

系
列
玉
と
業
転
玉
と
の

仕
入
価
格
の
許
容
格
差
は

平
均
１
・
８
円
と
な
っ
た
。

許
容
価
格
差
の
分
布
で

は
、
「
１
・
５
円
以
下
」

が
44
・
４
％
で
最
も
多
く
、

「
３
・
５
円
以
下
」
が
27

・
８
％
、「
２
・
５
円
以
下
」

が
22
・
２
％
と
続
い
た
。

　

業
転
玉
を
購
入
し
て
い

る
Ｓ
Ｓ
と
購
入
し
て
い
な

い
Ｓ
Ｓ
の
ガ
ソ
リ
ン
仕
入

価
格
を
比
較
し
た
と
こ

ろ
、
購
入
Ｓ
Ｓ
は
３
円
、

小
売
価
格
は
２
・
６
円
そ

れ
ぞ
れ
安
い
が
、
マ
ー
ジ

ン
は
と
も
に
９
・
５
円
だ

っ
た
。

　

石
油
製
品
流
通
証
明
書

の
認
知
度
に
関
し
て
は
、

内
容
も
含
め
て
認
識
し
て

い
る
Ｓ
Ｓ
は
38
・
９
％
。

そ
の
活
用
方
法
と
し
て
は

「
活
用
し
た
取
り
組
み
を

行
う
必
要
は
な
い
」
が
42

・
２
％
を
占
め
、
次
い
で

「
交
付
・
保
存
を
義
務
付

け
る
」が
29
・
４
％
、「
提

示
を
義
務
付
け
る
」
が
18

・
６
％
の
順
と
な
っ
た
。

　

石
油
業
界
で
は
透
明
か

つ
公
平
な
卸
価
格
指
標
の

構
築
が
重
要
課
題
と
な
る

中
、
米
国
系
の
大
手
価
格

指
標
会
社
プ
ラ
ッ
ツ
は
12

日
、
東
京
商

品
取
引
所
で

ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
開
催

し
、
日
本
市

場
に
参
入
す

る
と
発
表
し

た
。
今
月
25

日
か
ら
『
日

本
版
プ
ラ
ッ

ツ
ウ
ィ
ン
ド

ウ
』
を
立
ち

上
げ
、
東
京

湾
、
中
京
、
阪
神
の
３
地

区
を
対
象
に
ガ
ソ
リ
ン
、

灯
油
、
軽
油
、
Ｌ
Ｓ
Ａ
重

油
、
Ａ
重
油
に
つ
い
て
海

上
価
格
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
評
価
）
を
開
始
し
、
日

々
、
価
格
水
準
を
公
表
す

る
。
２
０
１
６
年
内
に
は

陸
上
価
格
の
ア
セ
ス
メ
ン

ト
も
始
め
る
計
画
だ
。
国

内
ス
ポ
ッ
ト
市
場
は
リ
ム

情
報
開
発
（
本
社
・
中
央

区
）
の
提
供
す
る
卸
指
標

の
影
響
力
が
大
き
い
が
、

プ
ラ
ッ
ツ
参
入
で
新
た
な

競
合
相
手
が
登
場
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

プ
ラ
ッ
ツ
が
提
供
す
る

海
上
価
格
ア
セ
ス
メ
ン
ト

は
、
同
社
の
メ
ソ
ド
ロ
ジ

ー
（
方
法
論
）
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
る
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
の
方
法
を
土
台
に

し
た
も
の
。
午
後
３
時
か

㍑
の
取
引
。

単
位
は
㌔
㍑

・
円
で
、
市

場
情
報
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ロ
グ
イ
ン

す
れ
ば
当

面
、
無
料
提

供
さ
れ
る
。

　

日
本
市
場

参
入
に
つ
い

て
同
社
は
、
「
約
１
年
調

査
し
て
参
入
を
決
め
た
。

事
後
調
整
な
ど
日
本
に
は

独
特
の
商
習
慣
が
あ
る

が
、変
化
し
て
き
て
い
る
。

世
界
各
国
で
価
格
指
標
の

透
明
化
を
進
め
て
き
た
経

験
、
知
識
を
生
か
し
現
状

の
市
場
に
向
き
合
い
た

い
。
初
め
の
参
加
者
が
１

〜
２
社
で
も
良
い
。
次
第

に
透
明
性
の
も
た
ら
す
利

益
へ
の
理
解
が
業
界
全
体

に
広
が
る
」
な
ど
の
考
え

方
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
と
し
て
参

加
し
た
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
佐
合
達
矢
石
油
流
通

課
長
は
、
「
事
業
者
の
方

々
が
適
切
な
経
営
を
す
る

う
え
で
、
透
明
で
信
頼
性

の
高
い
価
格
指
標
は
極
め

て
重
要
。
プ
ラ
ッ
ツ
社
が

日
本
市
場
に
関
心
を
も
っ

て
く
れ
る
こ
と
は
２
つ
の

理
由
か
ら
喜
ば
し
い
。
１

つ
は
同
社
が
す
で
に
世
界

各
国
で
価
格
指
標
を
提
供

し
、
消
費
者
に
信
頼
さ
れ

る
メ
ソ
ド
ロ
ジ
ー
を
確
立

し
て
い
る
こ
と
。
も
う
１

つ
は
価
格
情
報
の
提
供
と

い
う
分
野
に
お
い
て
複
数

の
会
社
が
競
う
こ
と
で
、

よ
り
洗
練
、
信
頼
さ
れ
る

価
格
指
標
が
形
成
さ
れ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た

行
政
と
し
て
、
事
後
調
整

な
ど
日
本
独
特
の
商
慣
習

も
改
善
す
べ
き
点
は
直
し

て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

　

石
連
週
報
に
よ
る
ガ
ソ

リ
ン
出
荷
量
は
、
４
月
第

２
週
（
３
〜
９
日
）
が
前

週
比
20
・
９
％
減
、
前
年

比
７
・
９
％
減
の
83
・
２

万
㌔
㍑
で
大
不
振
と
な
っ

た
。
２
週
ぶ
り
に
前
年
実

績
を
割
り
、
１
０
０
万
㌔

㍑
台
も
割
り
込
み
低
迷
し

た
。
過
去
５
年
平
均
比
も

５
・
８
％
減
。
仕
切
り
値

上
げ
に
伴
い
仮
需
が
発
生

し
た
前
週
の
反
動
が
生
じ

た
と
み
ら
れ
る
。

　

生
産
量
は
前
週
比
15
・

１
％
減
の
99
・
５
万
㌔
㍑

で
大
幅
低
下
し
、
11
週
ぶ

り
の
１
０
０
万
㌔
㍑
割

れ
。
た
だ
、
在
庫
は
出
荷

減
が
響
き
前
週
比
４
・
２

％
増
の
１
７
５
・
３
万
㌔

㍑
に
積
み
増
し
さ
れ
、
前

年
比
も
２
・
３
％
増
と
２

週
連
続
で
余
剰
が
続
い
て

い
る
。

　

軽
油
出
荷
量
も
前
週
比

23
・
６
％
減
、
前
年
比
７

・
１
％
減
の
51
・
８
万
㌔
㍑

で
不
振
。
在
庫
は
前
週
比

６
％
増
の
１
４
０
・
２
万

㌔
㍑
に
増
加
し
た
が
、
前

年
比
５
・
９
％
減
を
保
っ

た
。ま
た
、灯
油
出
荷
量
は

３
・
１
％
減
、
13
・
６
％
減

の
23
・
６
万
㌔
㍑
で
前
年

割
れ
。
在
庫
も
前
週
比
２

・
５
増
の
１
１
７
・
３
万
㌔

㍑
に
増
え
た
が
、
前
年
比

で
は
７
・
６
％
減
の
低
水

準（
２
面
に
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
）。

　

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
14

日
か
ら
の
先
行
指
標
価
格

を
通
知
し
た
。
特
約
店
筋

に
よ
る
と
、
前
週
比
で
ガ

ソ
リ
ン
、灯
油
、軽
油
、Ａ

重
油
と
も
に
据
え
置
き
。

据
え
置
き
は
２
週
連
続
。

　
　
　

◇　
　

◇

　

出
光
興
産
は
14
日
か
ら

の
Ｓ
Ｓ
向
け
週
決
め
仕
切

り
方
針
を
通
知
し
た
。
複

数
エ
リ
ア
の
系
列
販
売
店

筋
に
よ
る
と
、
前
週
比
で

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽
油
、

Ａ
重
油
と
も
に
据
え
置
い

た
。２
週
連
続
据
え
置
き
。

エ
ネ
庁
週
市
況

レ
ギ
ュ
ラ
ー
小
売

５
週
続
騰
116
円
強

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に

よ
る
小
売
価
格
調
査
（
４

月
11
日
・
消
費
税
込
み
）

レ
ギ
ュ
ラ
ー
全
国
平
均
は

前
週
比
１
・
７
円
高
の
１

１
６
・
３
円
と
５
週
連
続

で
値
上
が
り
し
た
。
累
計

で
は
４
・
３
円
の
上
昇
と

な
る
。
４
・
０
円
高
の
滋

賀
、
３
・
４
円
高
の
神
奈

川
、
３
・
２
円
高
の
青
森

と
茨
城
な
ど
、
２
週
連
続

で
全
47
都
道
府
県
が
上
昇

し
た
。

　

ハ
イ
オ
ク
は
１
・
７
円

高
の
１
２
７
・
２
円
。
軽

油
は
０
・
９
円
高
の
99
・

２
円
。灯
油
は
18
㍑
店
頭
、

配
達
と
も
に
６
円
値
上
が

り
の
１
１
１
２
円
、
１
２

６
８
円
（
２
面
に
県
別
Ｄ

Ａ
Ｔ
Ａ
と「
今
週
の
市
況
」

地
域
概
況
）
。

　資源エネルギー庁石油流通課はこのほど、熊本市を対象に行った『石油流通
実態把握調査結果』をまとめた。ガソリン販売価格の決定要素については「他
ＳＳの価格」が最多で75.8％を占め、「ＳＳのコスト」が34.7％、「ＳＳの数
量確保」が10.5％と続いた。販売不振などから各地で過当競争が激化してお
り、自社のコストに基づく値付けは３割強にとどまり、周辺ＳＳの売価を重視
する傾向が著しく高いことが浮き彫りとなった。系列ＳＳの業転玉の購入が
22.5％に上る一方、事後調整を「受けている」ＳＳが31.4％、「受けていない」
ＳＳが68.6％を占めるなど、不透明な仕切価格体系もコスト意識を反映しない
価格競争に拍車をかける要因とみられる。

ら
３
時
30
分
ま
で
開
く
日

本
版
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
終
値

が
反
映
さ
れ
、
海
上
の
ス

ポ
ッ
ト
価
格
が
決
ま
る
。

対
象
と
な
る
の
は
公
表
日

か
ら
７
〜
20
日
後
に
受
渡

し
さ
れ
る
１
千
〜
２
千
㌔

プラッツセミナーへの関心は高く、
多くの関係者が集った

中川議員（写真中央）に陳情する
都油政連と都石商の執行部

東　京

中
川
議
員
に
Ｖ
Ｏ
Ｃ
問
題
陳
情

Ｓ
Ｓ
へ
の
配
慮
求
め
る

プ
ラ
ッ
ツ
社
が
日
本
市
場
参
入

海
上
価
格
25
日
か
ら
公
表

エネ庁

熊
本
の
石
油
流
通
実
態
把
握

〝
不
透
明
仕
切
り
〞浮
き
彫
り

４
月

２
週　

Ｇ
出
荷
大
不
振
で
在
庫
増

Ｊ
Ｘ
出
光
　

卸
全
油
種
据
置
く

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
こ
の
ほ

ど
、
石
油
備
蓄
目
標
策
定
の
ベ
ー
ス

と
な
る
２
０
１
６
年
度
か
ら
20
年
度

ま
で
の
今
後
５
年
間
の
石
油
製
品
需

要
見
通
し
を
ま
と
め
た
が
、
石
油
業

界
は
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
を
中
心
に
需
要

減
が
顕
在
化
す
る
国
内

市
場
に
対
し
、
燃
料
油

販
売
主
体
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
１
８
０
度
転

換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
態
に
直
面
す
る
。

　

ガ
ソ
リ
ン
は
年
平
均

２
・
５
％
の
減
少
率
で

20
年
度
に
は
４
６
８
５
万
㌔
㍑
と
な

り
、
５
年
間
で
11
・
８
％
減
少
し
、

６
２
５
万
㌔
㍑
も
の
需
要
が
消
失
す

る
。国
内
の
ガ
ソ
リ
ン
市
場
は
、20
年

度
に
は
04
年
度（
６
１
４
８
万
㌔
㍑
）

の
ピ
ー
ク
時
か
ら
４
分
の
３
に
縮
む

こ
と
と
な
る
。
昨
年
４
月
に
策
定
し

た
試
算
（
15
〜
19
年
度
見
通
し
）
の

年
率
１
・
８
％
と
い
う
減
少
ト
レ
ン

ド
が
膨
ら
み
、
需
要
減
が
さ
ら
に
進

行
す
る
厳
し
い
見
通
し
を
示
し
た
。

　

一
方
、灯
油
は
燃
料
転
換
に
加
え
、

人
口
減
少
な
ど
の
社
会
構
造
的
な
要

因
も
絡
み
、
年
平
均
で
３
・
７
％
減

で
、
20
年
度
に
は
15
年
度
比
17
％
減

の
１
３
３
４
万
㌔
㍑
と
５
年
間
で
２

７
４
万
㌔
㍑
の
需
要
が
消
失
す
る
。

軽
油
は
堅
調
な
経
済
成
長
と
ト
ラ
ッ

ク
な
ど
の
保
有
台
数
の
増
加
に
よ

り
、
年
平
均
０
・
１
％
減
で
、
20
年

度
に
は
15
年
度
比
０
・
６
％
減
の
３

３
２
６
万
㌔
㍑
と
微
減
に
と
ど
ま

る
。
灯
・
軽
油
を
含
む
Ｓ
Ｓ
関
連
３

油
種
計
で
は
年
率
１
・
９
％
減
で
、

20
年
度
に
は
９
３
４
５
万
㌔
㍑
ま
で

減
少
し
、
５
年
間
の
需
要
消
失
は
９

％
減
、
９
２
１
万
㌔
㍑
に
上
る
。

　

中
小
Ｓ
Ｓ
の
撤
退
に
よ
る
残
存
者

利
益
で
販
売
量
を
伸
ば
し
、
低
マ
ー

ジ
ン
で
の
安
値
量
販
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
謳
歌
し
て
き
た
異
業
種
Ｓ
Ｓ

や
一
部
の
Ｐ
Ｂ
Ｓ
Ｓ
の
販
売
手
法
も

い
ず
れ
限
界
を
迎
え
る
こ
と
と
な

る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、

地
域
の
石
油
製
品
安
定
供
給
を
行
っ

て
き
た
Ｓ
Ｓ
は
、
緊
急
時
・
災
害
時

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の〝
最
後
の
砦
〞

と
し
て
重
大
な
責
務
を
引
き
続
き
担

っ
て
い
く
た
め
に
、
Ｓ
Ｓ
の
経
営
力

強
化
に
向
け
た
〝
稼
ぐ
力
〞
を
再
構

築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

過
当
競
争
の
陰
に
隠
れ
が
ち
だ
が
、

洗
車
に
特
化
し
顧
客
満
足
を
高
め
て

い
る
Ｓ
Ｓ
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
ト
ー

タ
ル
カ
ー
ケ
ア
を
提
供
す
る
Ｓ
Ｓ
、

販
売
業
者
の
協
業
化
・
共
同
配
送
・

タ
ン
ク
の
共
同
利
用
と
い
っ
た
効
率

化
の
推
進
な
ど
、
様
々
な
取
り
組
み

も
始
ま
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
内
需
が
縮
小
し
て
い
く
中

で
、元
売
各
社
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

『
１
㍑
で
も
多
く
、
１
円
で
も
安
く

ガ
ソ
リ
ン
を
売
る
』
販
売
政
策
で
は

な
く
、
低
マ
ー
ジ
ン
体
質
か
ら
脱
却

す
る
た
め
の
販
売
政
策
と
、
地
域
で

の
Ｓ
Ｓ
の
顧
客
価
値
を
高
め
て
い
く

た
め
の
系
列
支
援
策
で
あ
ろ
う
。

論 説

や
業
界
で
輝
か
し
い
功
績

の
あ
っ
た
人
や
、
長
年
の

努
力
が
認
め
ら
れ
た
人
を

「
レ
ジ
ェ
ン
ド
」
と
評
す

る
。
唐
突
だ
が
、
個
人
的

に
石
油
業
界
の
レ
ジ
ェ
ン

ド
と
思
え
る
人
が
先
日
、

亡
く
な
ら
れ
た
。
60
歳
代

半
ば
の
早
過
ぎ
る
他
界
で

あ
っ
た
▼
関
西
石
油
卸
、

と
い
え
ば
聞
こ
え
は
よ
い

が
端
的
に
は
業
転
市
場
の

第
一
線
で
活
躍
し
、
そ
の

後
東
京
に
も
行
か
れ
た
あ

る
商
社
マ
ン
。
こ
の
人
が

な
ぜ
レ
ジ
ェ
ン
ド
な
の

か
。
商
売
で
大
儲
け
を
し

た
か
ら
で
も
、
会
社
を
急

成
長
さ
せ
た
か
ら
で
も
な

い
。
た
だ
一
点
、
そ
の
人

を
知
る
だ
れ
も
の
人
物
評

が
「
面
倒
見
の
よ
い
」
と

い
う
こ
と
で
共
通
し
て
い

る
か
ら
だ
▼
ど
の
人
に
聞

い
て
も
「
あ
の
人
は
面
倒

見
が
よ
い
」
と
い
い
、
悪

評
や
悪
口
は
聞
い
た
こ
と

が
な
い
。
会
合
で
レ
ジ
ェ

ン
ド
が
現
れ
る
と
自
然
と

人
の
輪
が
で
き
る
。
背
筋

を
伸
ば
し
、
挨
拶
を
交
わ

す
姿
は
遠
目
に
み
て
も

「
威
風
堂
々
」と
し
て
い
た

▼
面
倒
見
の
意
味
を
例
示

す
れ
ば
、
商
売
敵
の
商
社

マ
ン
が
会
社
を
辞
め
れ

ば
、
そ
の
再
就
職
の
世
話

を
す
る
。
そ
れ
も
別
の
商

売
敵
へ
就
職
さ
せ
る
。
そ

の
人
が
活
躍
で
き
る
場
を

業
界
で
提
供
で
き
る
。
そ

う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

長
年
、
業
界
内
で
作
り
上

げ
て
き
た
こ
と
が
レ
ジ
ェ

ン
ド
と
呼
び
た
い
理
由

だ
。
懐
の
深
い
関
係
は
最

近
は
希
薄
に
な
り
、
優
秀

な
人
材
も
離
れ
が
ち
。
だ

か
ら
こ
そ
い
ま
、
必
要
な

人
材
と
思
え
る
。

▼
「
レ
ジ
ェ

ン
ド
」
と
い

う
言
葉
を
よ

く
耳
に
す

る
。
直
訳
す

れ
ば「
伝
説
」

だ
が
、
最
近

は
特
定
分
野

き
ょ
う
の
紙
面

２面　佐賀・オカモトが九州初進出
■ＤＡＴＡコーナー＝原油価格、石油製品先
物情報、石連週報、週動向調査

３面　北海道版・ホクレン系セルフ減
少/九州版・総㈹会シーズン迫る

４面　中国版・広島青年部・西岡新体
制に／都道府県別販売実績
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◎
北
海
道
…
一
部
で
軟

化
傾
向
。
札
幌
は
セ
ル
フ

１
１
０
円
程
度
、
フ
ル
１

１
２
〜
６
円
、
安
値
量
販

セ
ル
フ
も
１
０
８
・
８
円

表
示
で
横
ば
い
。
旭
川
は

安
値
量
販
グ
ル
ー
プ
が
ア

サ
ヒ
商
会
の
１
０
６
・
８

円
に
同
調
す
る
一
方
、
一

般
は
セ
ル
フ
１
０
８
〜
１

１
３
円
、
フ
ル
１
１
６
円

表
示
が
大
勢
と
な
っ
た
。

函
館
は
ア
サ
ヒ
が
１
０
５

・
８
円
、
モ
ダ
な
ど
が
１

０
７
・
８
円
表
示
に
軟
化

し
、
一
般
は
セ
ル
フ
１
１

２
〜
３
円
、
フ
ル
１
１
６

円
前
後
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
る
。

　

◎
東
北
…
上
昇
。
仙
台

は
１
１
２
〜
４
円
。
福
島

市
は
セ
ル
フ
１
２
０
円
台

前
半
、
郡
山
は
１
１
５
〜

７
円
に
上
昇
。
青
森
市
は

セ
ル
フ
１
１
５
〜
１
２
０

円
、
山
形
市
は
１
１
５
〜

１
２
１
円
に
値
上
が
り
。

　

◎
信
越
…
新
潟
は
横
ば

い
傾
向
で
新
潟
市
内
は
セ

ル
フ
１
０
６
〜
９
円
、
上

越
市
内
は
１
０
６
〜
９
円

と
な
っ
て
い
る
。

　

◎
北
関
東
…
群
馬
は
横

ば
い
で
、
前
橋
で
フ
ル
１

１
４
〜
６
円
、
セ
ル
フ
１

０
９
〜
１
１
１
円
。
栃
木

は
宇
都
宮
で
フ
ル
が
３
円

程
度
上
が
り
１
１
０
〜
４

円
、
セ
ル
フ
も
若
干
上
昇

し
１
０
７
〜
８
円
、
足
利

市
や
佐
野
市
も
若
干
上
昇

し
セ
ル
フ
１
０
９
円
前

後
。
茨
城
は
水
戸
市
内
が

値
下
が
り
し
１
０
７
〜
１

１
０
円
、
つ
く
ば
市
は
横

ば
い
で
１
０
６
〜
８
円
。

　

◎
首
都
圏
…
埼
玉
は
全

県
的
に
や
や
軟
化
傾
向
も

う
か
が
え
、
県
央
部
は
１

１
０
円
前
後
、
西
部
は
１

１
０
円
前
後
、
東
部
は
１

０
９
円
前
後
と
な
っ
た
。

千
葉
は
値
上
が
り
傾
向

で
、
千
葉
市
内
や
成
田
市

内
は
１
０
７
〜
９
円
、
松

戸
市
内
は
１
０
７
〜
１
１

３
円
で
、
各
地
の
１
０
０

円
割
れ
は
姿
を
消
し
つ
つ

あ
る
。

　

◎
山
静
…
静
岡
は
全
県

的
に
横
ば
い
で
、
静
岡
市

内
で
セ
ル
フ
１
１
５
〜
７

円
、フ
ル
１
２
０
円
前
後
、

西
部
は
１
１
２
〜
４
円
、

東
部
は
１
１
２
〜
５
円
。

山
梨
は
値
上
が
り
傾
向

で
、
セ
ル
フ
１
０
９
〜
１

１
２
円
、
フ
ル
１
１
５
〜

９
円
。

　

 

◎
東
海
…
愛
知
は
横

ば
い
で
、
一
部
は
１
〜
３

円
上
昇
。
量
販
セ
ル
フ
も

１
０
７
〜
９
円
、
尾
張
〜

西
三
河
地
域
は
１
１
５
円

前
後
が
中
心
。
常
滑
地
区

も
先
週
末
か
ら
Ｐ
Ｂ
バ
ロ

ン
・
パ
ー
ク
が
２
円
上
げ

98
円
、
コ
ス
ト
コ
と
イ
オ

ン
Ｓ
Ｓ
も
99
円
に
上
昇
。

近
隣
に
99
円
で
争
う
系
列

店
も
出
現
し
、
知
多
北
部

の
み
２
桁
の
激
戦
が
続

く
。
三
重
は
最
安
値
の
Ｐ

Ｂ
ク
イ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
伊
勢

が
５
円
高
の
１
０
３
円
、

一
般
は
１
０
６
〜
１
１
６

円
。
岐
阜
は
羽
島
・
大
垣

で
１
０
４
〜
７
円
、
岐
阜

市
や
多
治
見
な
ど
１
１
０

〜
１
１
７
円
で
安
定
し
て

い
る
。

　

◎
北
陸
…
３
県
と
も
１

〜
３
円
程
度
上
昇
し
た
セ

ル
フ
が
目
立
ち
、
現
金
１

１
０
〜
１
１
７
円
が
大
半

を
占
め
て
き
た
。

　

◎
近
畿
…
上
昇
基
調
続

く
。
た
だ
、
連
休
商
戦
前

の
拡
販
も
一
部
Ｓ
Ｓ
で
始

　

出
店
し
た
の
は
唐
津
市

の
唐
津
バ
イ
パ
ス
沿
い

で
、
大
型
商
業
施
設
・
イ

オ
ン
唐
津
の
近
く
。
１
日

に
開
店
し
、24
時
間
営
業
。

オ
ー
プ
ン
特
価
で
は
レ
ギ

ュ
ラ
ー
97
・
８
円
、
軽
油

77
・
８
円
、
灯
油
41
・
８

円
（
ポ
イ
ン
ト
プ
リ
カ
）

を
打
ち
出
し
た
。

　

オ
カ
モ
ト
グ
ル
ー
プ

は
、
北
海
道
帯
広
市
に
本

社
を
置
き
、
「
生
活
応
援

企
業
」
と
し
て
、
石
油
製

品
か
ら
映
画
・
音
楽
・
書

籍
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ

フ
ェ
な
ど
幅

広
い
事
業
を

展
開
し
て
い

る
。
ヤ
マ
ウ

チ
は
グ
ル
ー

プ
企
業
の
１

つ
。

　

同
社
は

「
お
客
様
に

喜
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に

１
円
で
も
安

く
提
供
す
る

と
と
も
に
、

厳
し
い
品
質

ま
っ
て
い
る
。
広
域
Ｐ
Ｂ

で
は
１
０
９
円
も
見
ら

れ
、
阪
神
、
京
阪
地
域
と

も
セ
ル
フ
平
均
は
１
１
２

円
。
業
転
市
場
は
下
げ
基

調
だ
が
、荷
動
き
は
鈍
い
。

　

◎
中
国
…
ば
ら
つ
い
て

い
る
。
山
口
県
下
関
市
内

は
１
０
７
円
中
心
に
浮

上
。
岡
山
市
内
な
ど
は
セ

ル
フ
で
２
円
程
度
下
が
り

１
１
４
円
が
主
流
と
な

り
、
笠
岡
市
内
な
ど
で
は

Ｊ
Ａ
が
周
辺
よ
り
も
８
円

安
。
広
島
市
内
中
心
部
は

横
ば
い
。

　

◎
四
国
…
高
松
市
内
は

フ
ル
１
１
３
円
、
セ
ル
フ

１
１
１
円
主
流
で
横
ば

い
、
坂
出
市
内
は
１
１
０

円
前
後
の
表
示
が
目
立

つ
。
徳
島
市
内
や
周
辺
部

は
セ
ル
フ
１
１
３
円
中
心

に
上
昇
。

　

◎
九
州
…
堅
調
推
移
し

て
い
る
。
採
算
販
売
意
識

が
強
ま
り
、
福
岡
市
中
心

部
は
１
１
７
円
前
後
、
周

辺
地
区
も
１
０
８
〜
１
１

０
円
が
大
勢
に
な
っ
て
い

る
。
佐
賀
県
は
大
型
量
販

店
が
収
益
重
視
を
強
め
て

い
る
こ
と
か
ら
全
体
的
に

安
定
。

管
理
で
安
心
・
安
全
な
製

品
を
お
届
け
し
、
地
域
の

皆
様
の
お
役
に
立
ち
た

い
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
こ
れ
か
ら
も
条
件
に
適

し
た
物
件
が
あ
れ
ば
出
店

し
た
い
」
と
い
う
意
向
も

示
し
て
お
り
、
九
州
各
県

で
の
開
設
を
検
討
し
て
い

る
と
し
た
。

　

大
分
県
の
Ｓ
Ｓ
関
係
者

に
よ
る
と
、
近
日
中
に
県

内
で
Ｓ
Ｓ
開
設
の
動
き
も

進
ん
で
い
る
と
い
う
。
ヤ

マ
ウ
チ
側
は
「
現
在
交
渉

中
な
の
で
明
ら
か
に
で
き

な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

九
州
で
は
、
同
じ
北
海

道
に
本
社
を
置
く
ア
サ
ヒ

商
会
が
〝
低
価
格
路
線
〞

で
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、

熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島
県

に
計
８
店
を
開
設
し
て
い

る
。
ア
サ
ヒ
商
会
に
続
く

オ
カ
モ
ト
グ
ル
ー
プ
進
出

が
九
州
市
場
に
ど
う
影
響

す
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。

　

原
油
価
格
動
向
が
不
安

定
だ
。
反
転
の
兆
し
も
み

え
る
が
、
Ｓ
Ｓ
店
頭
で
は

原
油
安
・
小
売
安
と
な
っ

て
も
需
要
回
復
に
は
至
っ

て
お
ら
ず
、
今
後
の
原
油

価
格
動
向
を
不
安
視
す
る

声
も
聞
か
れ
る
。

　

バレル  
１
０
０
㌦
台
で
推
移

し
て
い
た
原
油
価
格
は
、

２
０
１
４
年
夏
以
降
に
下

落
の
一
途
を
た
ど
り
、
今

年
に
入
っ
て
20
㌦
台
ま
で

落
ち
込
ん
だ
時
期
も
あ
っ

た
が
最
近
は
40
㌦
台
前
後

で
変
動
を
繰
り
返
し
て
お

り
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
・
非
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
諸
国
の
思
惑
次
第
で

は
再
び
下
落
に
転
じ
る
可

能
性
も
出
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
不
透
明
な
原
油

価
格
情
勢
に
対
し
て
、
埼

玉
県
内
の
特
約
店
社
長
は

「
需
要
と
供
給
の
実
態
か

ら
離
れ
て
い
る
印
象
を
受

け
る
。
ど
こ
か
の
国
の
統

計
や
影
響
力
の
強
い
人
の

発
言
な
ど
で
価
格
が
急
に

伸
び
て
お
ら
ず
、
店
頭
は

依
然
と
し
て
限
定
給
油
が

続
い
て
い
る
。
消
費
者
の

財
布
の
紐
は
固
く
縛
ら
れ

た
ま
ま
だ
」
と
指
摘
し
、

都
内
の
特
約
店
幹
部
も

「
大
口
需
要
家
は
依
然
と

し
て
値
引
き
を
要
求
し
て

く
る
」
と
訴
え
る
。
そ
の

一
方
、
茨
城
県
内
の
特
約

店
幹
部
は
「
短
期
間
に
目

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
市
況

に
消
費
者
は
不
安
を
感
じ

る
の
で
は
な
い
か
。
Ｓ
Ｓ

店
頭
で
原
油
価
格
を
操
作

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
、
も
し
上
が
れ
ば
消
費

者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に
ひ

た
す
ら
耐
え
て
、
売
っ
て

い
く
し
か
な
い
だ
ろ
う
」

と
、
原
油
価
格
の
安
定
化

を
強
く
望
ん
で
い
る
。

　

同
社
は
給
油
か
ら
車
検
整
備
・
鈑
金
塗

装
、
新
車
・
中
古
車
販
売
、
各
種
保
険
、

レ
ン
タ
カ
ー
事
業
な
ど
を
手
が
け
な
が

ら
、
カ
ー
ラ
イ
フ
総
合
サ
ポ
ー
ト
企
業
と

し
て
の
体
制
を
築
い
て
き
た
。
特
に
宇
和

島
地
域
に
お
い
て
は
、
Ｓ
Ｓ
業
界
で
は
数

少
な
い「
系
列
を
越
え
た
共
同
配
送
事
業
」

に
も
参
画
す
る
な
ど
、
Ｓ
Ｓ
業
界
の
安
定

化
に
向
け
た
事
業
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
Ｓ
Ｓ
業
関
連
事
業
と
と
も

に
力
を
注
い
で
い
る
の
が
、
南
予
地
方
を

中
心
と
し
た
地
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
だ
。「
三

原
産
業
と
し
て
の
力
を
地
域
に
ど
う
や
っ

て
還
元
し
て
い
く
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
も
積
極

的
に
展
開
し
て
い
る
。

　

こ
の
一
例
が
、
松
山
短
期
大
学
の
学
生

と
同
社
従
業
員
が
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
行
っ

て
き
た
「
南
予
地
方
の
新
し
い
明
日
を
つ

く
る
」
と
い
う
取
り
組
み
。
学
生
２
人
、

従
業
員
１
人
で
構
成
さ
れ
た
６
チ
ー
ム
が

昨
年
10
月
か
ら
半
年
か
け
て
南
予
地
方
の

特
産
品
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
新
規

事
業
の
立
案
を
進
め
て
き
た
。
３
月
に
は

そ
の
発
表
会
が
行
わ
れ
た
が
、
三
原
社
長

は
「
６
チ
ー
ム
は
そ
れ
ぞ
れ
が
南
予
地
方

の
活
性
化
を
目
指
し
た
素
晴
ら
し
い
事
業

プ
ラ
ン
を
考
え
て
く
れ
た
」と
高
く
評
価
。

そ
の
う
え
で
「
学
生
と
社
会
人
が
チ
ー
ム

と
し
て
の
団
結
力
、
信
頼
関
係
を
強
め
な

が
ら
、
そ
し
て
地
域
の
様
々
な
産
業
と
の

連
携
を
深
め
な
が
ら
地
域
活
性
化
の
具
体

的
な
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
、発
信
し
て
い
く
。

言
い
換
え
れ
ば
、
世
代
を
超
え
た
・
組
織

を
超
え
た
連
携
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興

す
こ
と
は
、
全
国
各
地
に
お
い
て
こ
れ
か

ら
の
地
域
創
生
の
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い

る
姿
で
あ
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

地
場
産
業
が
活
性
化
す
れ
ば
、
自
社
の

燃
料
販
売
量
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
だ
け

に
、
従
来
に
増
し
て
地
域
社
会
に
役
立
つ

Ｓ
Ｓ
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
、
地
域
に
一
層

密
着
し
た
事
業
を
実
践
し
て
い
く
。
今
回

の
新
規
事
業
計
画
案
に
関
し
て
も
、
「
具

体
化
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
的
に

取
り
組
む
こ
と
を
表
明
し
て
お
り
、
今
後

も
Ｓ
Ｓ
業
を
中
心
と
し
な
が
ら
地
域
貢
献

事
業
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
方
針

だ
。

　
（
次
回
は
、家
族
経
営
で
地
域
の
生
活
を

支
え
る
埼
玉
県
秩
父
市
の
山
間
部
Ｓ
Ｓ
）

　

愛
媛
県
南
部
の
宇
和
島
市
と
松
山
市
の
２
本

社
制
を
採
用
し
て
い
る
三
原
産
業
（
三
原
英
人

社
長
・
Ｊ
Ｘ
系
）
。
同
社
は
、
宇
和
島
市
で
誕

生
し
育
っ
た
こ
と
も
あ
り
「
地
元
に
恩
返
し
し

た
い
」
と
、
燃
料
の
安
定
供
給
と
と
も
に
南
予

地
方
の
農
業
・
漁
業
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
先
の
加
工
業
も
支
え
る
取
り
組
み
を
展

開
。
昨
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
き
た
大
学
生
と

の
連
携
に
よ
る
「
南
予
地
方
の
新
し
い
明
日
を

つ
く
る
」
も
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
も

の
で
、い
わ
ゆ
る
地
域
貢
献
の
１
つ
で
も
あ
る
。

地
域
貢
献

地域貢献を一層積極化していく（写真
は新規事業案を発表する松山短大学生）

大学と地域活性化プラン探る

生活、産業、
地域を支える

愛媛県宇和島市
▶vol.192◀石油の力SSの力

乱
高
下
す
る
の
は
違
和
感

を
感
じ
る
」
と
述
べ
る
。

　

原
油
価
格
下
落
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
業
者
は
少

な
く
、
千
葉
県
内
の
販
売

店
社
長
は
「
価
格
は
下
が

っ
た
が
、
販
売
は
あ
ま
り

　

【
南
島
原
＝
長
崎
】
長

崎
県
南
島
原
市
で
先
ご
ろ
、
同
市
と
長
崎
大
、
長

崎
県
に
よ
る「
自
動
運
転
」

の
実
証
実
験
が
九
州
で
初

め
て
行
わ
れ
た
。
自
動
運

転
に
対
す
る
関
心
が
世
界

的
に
高
ま
る
中
で
、
地
方

に
も
開
発
・
実
用
化
の
拠

点
を
構
築
し
、
関
連
産
業

の
誘
致
・
集
積
を
目
指
す
。

　

自
動
運
転
の
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
て
い
る
の
は
長

崎
大
学
の
濱
田
剛
准
教
授

（
情
報
工
学
）
ら
で
、
県
、

同
市
が
協
力
。
車
両
（
プ

リ
ウ
ス
）
を
使
用
し
て
実

験
し
た
。

　

車
に
は
衛
星
利
用
測
位

シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
）
や

光
で
周
囲
の
状
況
を
感
知

す
る
ラ
イ
ダ
ー
（
高
性
能

探
知
機
）
を
搭
載
し
、
パ

ソ
コ
ン
上
の
「
３
次
元
地

図
情
報
」
を
使
用
。
濱
田

准
教
授
が
ハ
ン
ド
ル
に
手

を
全
く
触
れ
な
い
ま
ま
車

が
静
か
に
動
き
出
し
、
あ

ら
か
じ
め
地
図
情
報
上
に

入
力
し
て
い
た
コ
ー
ス
通

り
、
約
１
・
２
㌔
㍍
を
無

事
走
行
し
た
。
県
と
南
島

　

経
済
産
業
省
は
先
ご
ろ

Ｅ
Ｖ
や
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）

の
普
及
に
向
け
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
策
定
し
、
公
表

し
た
。
政
府
目
標
と
し
て

掲
げ
る
「
２
０
３
０
年
ま

で
に
新
車
販
売
に
占
め
る

次
世
代
自
動
車
の
割
合
を

５
〜
７
割
と
す
る
こ
と
を

目
指
す
」
た
め
、
16
年
２

月
末
の
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の

累
計
販
売
台
数
14
万
台
か

ら
、
20
年
に
７
倍
強
と
な

る
１
０
０
万
台
（
保
有
ベ

ー
ス
）
ま
で
増
や
す
こ
と

を
目
標
と
し
て
掲
げ
た
。

ま
た
、
20
年
に
向
け
て
、

大
規
模
商
業
施
設
や
宿
泊

施
設
、
観
光
施
設
な
ど
に

充
電
器
２
万
基
（
急
速
・

普
通
、既
設
分
を
含
む
）の

設
置
を
目
指
す
と
し
た
。

　

Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
普
及

を
促
す
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

向
け
、
電
欠
の
懸
念
を
払

拭
し
、
安
心
感
を
高
め
る

た
め
に
、
道
の
駅
や
高
速

道
路
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
な
ど

の
わ
か
り
や
す
い
場
所
に

計
画
的
に
設
置
し
て
い
く

こ
と
や
、
最
適
配
置
を
進

め
る
た
め
、
都
道
府
県
の

充
電
器
整
備
計
画
の
見
直

し
を
促
す
。こ
の
ほ
か
、共

同
住
宅
や
職
場
な
ど
へ
の

設
置
、関
係
者
（
国
、自
動

車
メ
ー
カ
ー
、
デ
ィ
ベ
ロ

ッ
パ
ー
な
ど
）
が
幅
広
く

連
携
す
る
推
進
母
体
の
立

ち
上
げ
な
ど
の
取
り
組
み

を
強
化
す
べ
き
と
し
た
。

原
市
は
濱
田
准
教
授
に
全

面
的
に
協
力
し
、
自
動
運

転
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
、

安
全
性
の
確
保
な
ど
を
目

標
に
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
「
自
動
運
転
車

は
未
来
の
ク
ル
マ
社
会
に

向
か
う
夢
に
あ
ふ
れ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
高
齢
化
が

進
む
中
で
の
安
全
な
交
通

環
境
づ
く
り
、
関
連
産
業

の
育
成
、
雇
用
機
会
の
拡

大
に
も
つ
な
が
る
」
と
し

て
い
る
。

　

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
１

日
付
で
「
ベ
ト
ナ
ム
事
業

準
備
室
」
を
設
置
し
た
。

ベ
ト
ナ
ム
最
大
手
の
石
油

製
品
販
売
会
社
で
あ
る
通

称
ペ
ト
ロ
リ
メ
ッ
ク
ス
へ

の
出
資
・
協
業
に
関
す
る

検
討
を
進
め
る
た
め
の
専

任
組
織
。
こ
れ
に
伴
い
、

東
南
ア
ジ
ア
事
業
開
発
部

を「
東
南
ア
ジ
ア
事
業
部
」

に
改
め
た
。

　

電
力
販
売
統
括
部
と

Ｃ
Ｓ
Ｒ
Ｇ
を
設
置

東
燃
ゼ
ネ

　

東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
は

１
日
付
で
組
織
変
更
を
実

施
し
た
。
電
力
事
業
部
を

電
力
事
業
本
部
に
し
た
う

え
で
、
同
本
部
の
下
に
電

力
販
売
統
括
部
を
設
置
し

た
。

　

さ
ら
に
広
報
渉
外
統
括

部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
部
を
広
報

Ｃ
Ｓ
Ｒ
統
括
部
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・

コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進

部
に
変
更
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
を
新
設
し
た
。

■国内供給統計（石連週報）・４月第２週末 （単位：千ＫＬ、％）
東日本 西日本 合　計 前週比 前月比 前年比

①原油処理量 2,275.0 1,460.9 3,735.8 99.1% 98.2% 100.9%
②製油所稼働率 84.0 94.8 88.0 0.9 0.7 3.1
③石油製品在庫量

ガソリン 954.0 798.6 1,752.6 104.2% 104.5% 102.3%
灯　　油 795.2 378.2 1,173.4 102.5% 97.3% 92.4%
軽　　油 743.9 658.0 1,401.9 106.0% 93.7% 94.1%
Ａ 重 油 475.3 286.2 761.5 98.9% 110.7% 100.1%
６油種計 4,551.7 3,373.4 7,925.2 101.8% 98.6% 95.6%

④製品出荷量推計
ガソリン 505.2 326.4 831.6 79.1% 88.8% 92.1%
灯　　油 164.4 71.4 235.8 76.9% 46.5% 86.4%
軽　　油 329.1 189.0 518.1 76.4% 84.9% 92.9%
Ａ 重 油 106.5 115.0 221.5 82.1% 74.2% 94.8%
６油種計 1,352.1 889.6 2,241.7 83.7% 85.0% 95.2%

■ＳＳ店頭市況週動向調査・４／11
レギュラー （単位：￥／Ｌ、↑値上げ、→同値、↓値下げ）

北海道 115.6 ↑ 静　岡 117.5 ↑ 鳥　取 115.9 ↑
青 森 116.7 ↑ 山　梨 115.9 ↑ 島　根 120.6 ↑
岩 手 115.8 ↑ 愛　知 114.8 ↑ 山　口 115.7 ↑
宮 城 115.1 ↑ 三　重 116.3 ↑ 徳　島 111.9 ↑
福 島 116.6 ↑ 岐　阜 118.2 ↑ 高　知 107.3 ↑
秋 田 116.0 ↑ 富　山 118.8 ↑ 愛　媛 116.0 ↑
山 形 118.6 ↑ 石　川 114.0 ↑ 香　川 112.4 ↑
新 潟 114.7 ↑ 福　井 117.8 ↑ 福　岡 116.6 ↑
長 野 119.8 ↑ 滋　賀 115.3 ↑ 大　分 119.1 ↑
群 馬 113.5 ↑ 京　都 117.8 ↑ 佐　賀 118.6 ↑
栃 木 114.2 ↑ 大　阪 112.8 ↑ 長　崎 124.4 ↑
茨 城 113.7 ↑ 奈　良 116.4 ↑ 熊　本 116.2 ↑
千 葉 112.9 ↑ 和歌山 118.2 ↑ 宮　崎 114.4 ↑
埼 玉 112.4 ↑ 兵　庫 114.2 ↑ 鹿児島 124.7 ↑
東 京 120.8 ↑ 岡　山 115.6 ↑ 沖　縄 123.1 ↑
神奈川 115.8 ↑ 広　島 115.3 ↑ 全　国 116.3 ↑

16：30現在 前日比 限月 16：30現在 前日比

（前日出来高2,324枚） ガソリン （前日出来高16枚）

41,600 △850 ⑤限月 40,000 △650
42,170 △830 ⑥限月 40,750 △760
41,980 △970 ⑦限月 40,900 △1,000
41,900 △1,020 ⑧限月 41,500 △1,500
41,210 △1,050 ⑨限月 40,000 △1,000
40,370 △1,050 ⑩限月 39,900 △1,400

（前日出来高365枚） 灯　油 （前日出来高0枚）

35,400 △700 ⑤限月 34,800 △300
35,940 △990 ⑥限月 35,500 △500
36,060 △1,040 ⑦限月 35,000  0
36,560 △830 ⑧限月 35,500  0
37,290 △770 ⑨限月 37,000 △330
38,360 △860 ⑩限月 38,000 △500

（前日出来高0枚） 軽　油
35,400 △700 ⑤限月
35,400 △700 ⑥限月
35,400 △700 ⑦限月
35,400 △700 ⑧限月
35,400 △700 ⑨限月
35,400 △700 ⑩限月

△値上げ、▲値下げ◇ストップ高、◆ストップ安、単位：￥／ＫＬ

（京浜海上：１枚＝50ＫＬ） 　（伊勢湾油槽所：１枚＝20ＫＬ）

■石油先物市場・４／13

　　東京商品取引所 　中京石油市場

前日比

国内
指標

＄／Ｂ 39.32（△1.29）
￥／ＫＬ 27,124（△1,026）

ＷＴＩ
＄／Ｂ 42.17（△1.81）
￥／ＫＬ 29,090（△1,393）

原油指標

佐
賀
県
唐
津
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
ヤ
マ
ウ
チ
セ
ル
フ
」

　

【
唐
津
＝
佐
賀
】
北
海
道
か
ら
全
国
展
開
し
て
い
る
オ
カ
モ
ト
グ
ル
ー
プ
の

ヤ
マ
ウ
チ
（
本
社
・
香
川
県
高
松
市
、
岡
本
将
社
長
）
が
佐
賀
県
唐
津
市
に
「
セ

ル
フ
唐
津
バ
イ
パ
ス
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
九
州
・
沖
縄
県
で
は
初
め
て
の
出

店
で
、
近
隣
の
Ｓ
Ｓ
を
か
な
り
下
回
る
低
価
格
で
販
売
。
今
後
も
九
州
各
県
に

進
出
す
る
意
向
を
示
し
て
お
り
、
大
分
県
に
開
店
す
る
と
い
う
情
報
も
あ
る
。

今週の 市況
4月第3週

長
崎
県
で
始
ま
っ
た
自
動

運
転
の
実
験

オ
カ
モ
ト
グ
ル
ー
プ
九
州
初
進
出

唐
津
に
97
・
８
円
で
開
所
佐　賀

原
油
動
向
に
不
安
感

消
費
者
意
識
へ
の
影
響
懸
念
関　東

長
崎
で
自
動
運
転
実
験

関
連
産
業
の
誘
致
目
指
す

普
及
促
進
へ
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
経産省

20
年
に
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
100
万
台

ベ
ト
ナ
ム
事
業
推
進

へ
専
任
組
織
を
設
置

Ｊ
Ｘ
エ
ネ

一
部
軟
化
も
市
場
に
一
服
感
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本
紙
の
集
計
に
よ
る
と
、
全
道
で
営
業
中
の
ホ
ク
レ
ン
系
セ
ル
フ
は
３
月
31
日
現
在
で
１
１
１
ヵ
所
と

な
り
、
前
年
同
期
と
比
較
す
る
と
２
ヵ
所
減
少
し
た
。
初
セ
ル
フ
を
開
業
し
た
２
０
０
２
年
度
以
降
、
年

度
末
の
同
系
セ
ル
フ
の
数
が
前
年
を
下
回
る
の
は
初
め
て
。
ホ
ク
レ
ン
が
推
し
進
め
て
き
た
セ
ル
フ
化
政

策
は
ほ
ぼ
ス
ト
ッ
プ
し
た
が
、
同
系
Ｓ
Ｓ
の
総
数
自
体
も
減
少
を
続
け
て
お
り
、
セ
ル
フ
率
は
前
年
比
１

ポ
イ
ン
ト
増
の
41
％
に
上
昇
し
て
い
る
。

　

ホ
ク
レ
ン
は
02
年
６
月

に
帯
広
市
内
に
帯
広
市
農

協
運
営
の
第
１
号
セ
ル
フ

（
03
年
８
月
末
に
廃
止
）

を
新
設
で
開
業
し
て
以

来
、
そ
れ
ま
で
セ
ル
フ
化

に
は
慎
重
だ
っ
た
姿
勢
を

一
転
さ
せ
た
。
06
年
度
ま

で
は
少
な
い
年
は
０
ヵ

所
、
多
い
年
で
も
８
ヵ
所

と
、
ホ
ク
レ
ン
の
セ
ル
フ

化
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た

ペ
ー
ス
で
は
な
か
っ
た
も

の
の
、
そ
の
後
は
急
に
加

速
し
た
。

　

07
年
度
か
ら
の
３
ヵ
年

で
、
セ
ル
フ
を
全
道
１
０

０
ヵ
所
ま
で
増
や
す
と
い

う
大
き
な
目
標
を
設
定
。

初
年
度
の
07
年
度
に
30
ヵ

所
、
次
年
度
の
08
年
度
に

は
37
ヵ
所
と
新
設
・
改
装

で
の
セ
ル
フ
化
を
推
進
し

た
。

　

最
終
年
度
の
09
年
度
は

14
ヵ
所
に
と
ど
ま
り
、
年

度
内
で
の
目
標
達
成
は
で

き
な
か
っ
た
も
の
の
、
翌

10
年
度
末
に
ち
ょ
う
ど
１

０
０
ヵ
所
に
到
達
し
て
い

る
。
こ
れ
以
降
は
ペ
ー
ス

を
落
と
し
な
が
ら
も
セ
ル

フ
化
を
着
実
に
進
め
て
き

た
ホ
ク
レ
ン
だ
が
、
15
年

度
は
上
川
、
十
勝
両
エ
リ

ア
で
各
１
ヵ
所
減
少
し
て

お
り
、
年
度
末
の
セ
ル
フ

数
は
前
年
比
２
ヵ
所
減
の

１
１
１
ヵ
所
と
な
っ
た
。

前
年
を
下
回
る
の
は
セ
ル

フ
化
を
開
始
し
た
02
年
度

以
降
、
初
め
て
に
な
る
。

　

ま
た
、
ホ
ク
レ
ン
系
Ｓ

Ｓ
の
総
数
と
し
て
は
、
十

勝
で
４
ヵ
所
、
石
狩
で
３

ヵ
所
、
上
川
で
１
ヵ
所
と

計
８
ヵ
所
減
少
し
て
お

り
、
２
７
３
ヵ
所
に
後
退

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同

系
Ｓ
Ｓ
の
セ
ル
フ
率
は
前

年
比
で
１
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
て
41
％
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
エ
リ
ア
別
に
み

る
と
、
セ
ル
フ
が
最
も
多

い
の
は
上
川
の
22
ヵ
所

で
、
十
勝
が
20
ヵ
所
で
次

い
で
い
る
。
セ
ル
フ
率
が

最
も
高
い
の
は
渡
島
で
78

％
、
最
も
低
い
の
は
根
室

で
10
％
と
な
っ
て
い
る
。

道
経
産
局

資
源
・
燃
料
課
長

に
木
下
氏
任
命

　

道
経
産
局
は
１
日
付

で
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
部
資
源
・
燃
料
課
長
に

前
同
部
電
力
事
業
課
長
補

佐
の
木
下
俊
一
氏
を
任
命

し
た
。

　

北
石
連
・
北
海
道
石
商

（
伊
藤
豊
会
長
・
理
事
長
）

は
２
０
１

６
年
度
通

常
総（
代
）

会
（
５
月

24
日
開
催
予
定
）
に
向
け

て
、総
務
組
織
委
員
会（
荒

井
喜
和
委
員
長
）
を
25
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
道

石
油
会
館
で

開
催
す
る
。

ま
た
、
理
事

会
を
同
27
日

午
後
１
時
か
ら
同
会
館
で

開
催
す
る
。

　

道
経
産
局
が
事
務
局
を

務
め
る
北
海
道
地
域
定
置

用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム
普

及
促
進
連
絡
会
は
先
ご

ろ
、
道
内
で
の
家
庭
用
燃

料
電
池（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

な
ど
の
普
及
促
進
を
目
的

と
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

「
未
来
を
拓
く
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
」
（
写
真
）

を
作
成
し
た
。

　

定
置
用
燃
料
電
池
シ
ス

テ
ム
の
仕
組
み
や
省
エ
ネ

効
果
、
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム

に
関
す
る
補
助
金
制
度

な
ど
を
一
般
向
け
に
わ

か
り
や
す
く
紹
介
し
て

い
る
。

　

こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
同
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.hkd.meti.

go.jp/hokne/20160307/lea
flet.pdf

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

道
中
小
企
業
団
体
中
央

会
が
ま
と
め
た
２
０
１
５

年
度
の
「
中
小
企
業
労
働

事
情
実
態
調
査
」
の
報
告

書
に
よ
る
と
、
「
１
年
前

と
比
較
し
た
経
営
の
状

況
」
を
「
良
い
」
と
回
答

し
た
事
業
所
は
、
過
去
５

ヵ
年
で
最
高
水
準
だ
っ
た

前
年
度
か
ら
大
き
く
後
退

し
た
。

　

前
年
度
は
全
国
平
均
と

の
比
較
で
も
北
海
道
が
上

回
っ
た
が
、
15
年
度
は
再

び
こ
れ
を
下
回
っ
て
お

り
、
道
内
中
小
企
業
の
経

営
状
況
は
再
び
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

　

調
査
は
道
内
の
中
小
企

業
１
５
０
０
社
を
対
象
に

行
っ
た
も
の
で
、
58
％
の

８
７
０
社
か
ら
回
答
が
あ

っ
た
。
「
１
年
前
と
比
較

し
た
経
営
の
状
況
」で
は
、

「
良
い
」
が
14
％
強
で
、

過
去
５
ヵ
年
で
最
高
水
準

だ
っ
た
前
年
度
か
ら
９
ポ

イ
ン
ト
減
と
大
幅
に
後
退

し
た
。
全
国
平
均
と
の
比

較
で
は
、
北
海
道
は
前
年

度
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た

が
、
15
年
度
は
２
ポ
イ
ン

ト
強
下
回
っ
た
。
一
方
、

「
悪
い
」
は
27
％
で
、
前

年
度
か
ら
３
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
た
。
全
国
平
均
の
31

％
と
比
べ
る
と
北
海
道
は

４
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
も
の

の
、
本
道
を
含
め
全
国
的

に
中
小
企
業
の
経
営
状
況

は
悪
化
傾
向
に
あ
る
。

　

「
主
要
事
業
の
今
後
の

方
針
」に
つ
い
て
は
、「
強

化
拡
大
」
が
22
％
で
、
前

年
比
４
ポ
イ
ン
ト
減
少
し

た
。
「
現
状
維
持
」
は
74

％
で
５
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
「
経
営
上
の
障

害
」
で
は
、
最
も
多
か
っ

た
の
が
「
人
材
不
足
（
質

の
不
足
）
」
で
48
％
。
次

い
で
「
原
材
料
・
仕
入
品

の
高
騰
」
が
37
％
、
「
同

業
他
社
と
の
競
争
激
化
」

が
36
％
、
「
販
売
不
振
・

受
注
の
減
少
」
が
33
％
、

「
労
働
力
不
足
（
量
の
不

足
）
」
が
32
％
な
ど
と
な

っ
た
。
１
位（
前
年
２
位
）

の
「
人
材
不
足
（
質
の
不

足
）
」
は
前
年
比
で
２
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
た
半
面
、

２
位
（
同
１
位
）
の
「
原

材
料
・
仕
入
品
の
高
騰
」

は
11
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て

い
る
。
な
お
、
前
年
度
に

続
き
、
「
人
材
不
足
（
質

の
不
足
）
」
、
「
労
働
力

不
足
（
量
の
不
足
）
」
は

と
も
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
採
用
面
で
の
問
題
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
「
賃
金
改

定
」
に
つ
い
て
は
、
「
引

き
上
げ
た
」が
55
％
、「
引

き
上
げ
る
予
定
」
が
７
％

で
い
ず
れ
も
前
年
比
で
１

ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い
る
。

業
種
別
で
は
大
き
な
違
い

は
な
か
っ
た
が
、
規
模
別

で
み
る
と
、
「
引
き
上
げ

た
」
は
「
１
０
０
〜
３
０

０
人
」
の
会
社
が
66
％
で

最
も
多
く
、
規
模
が
小
さ

く
な
る
に
従
っ
て
減
少

し
、
「
１
〜
４
人
」
は
30

％
だ
っ
た
。

０
１
１
（
８
２
２
）
８
１
１
７

北
海
道
支
局（

）

札
幌
市
豊
平
区
平
岸
１
条

６‒

３‒

47 

北
海
道
石
油
会
館

北
海
道

2015年度末
ホクレン系

全
道
総
数
も
８
ヵ
所
減
の
273

セ
ル
フ
初
の
前
年
割
れ

道中央会
15 年 度

経
営
状
況
再
び
悪
化　
前
年
度
か
ら

大
幅
に
後
退

中
小
企
業
労
働
実
態
調
査
結
果

道経産局

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
な
ど
普
及
促
進

水
素

利
用
　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

北
石
連
・
商

25
日
に
総
務
委
、

27
日
に
理
事
会
開
催

　

低
燃
費
車
の
急
増
、
少

子
・
高
齢
化
、
過
疎
化
の

中
で
多
く
の
Ｓ
Ｓ
の
経
営

は
悪
化
し
、
低
価
格
競
争

の
激
化
、
大
型
量
販
店
の

攻
勢
が
追
い
討
ち
を
か
け

て
い
る
。

　

一
方
で
、
Ｓ
Ｓ
で
の
地

道
な
作
業
を
敬
遠
す
る
若

者
が
増
え
、
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
ま
た
Ｈ
Ｖ
を
は
じ
め

車
両
の
電
子
化
が
進
み
、

点
検
整
備
技
術
が
高
度
化

し
対
応
す
る
人
材
の
育
成

も
大
き
な
課
題
。

　

各
県
石
商
・
協
で
は
組

合
員
数
が
減
少
し
て
い
る

た
め
に
組
合
財
政
が
悪
化

し
て
お
り
、
厳
し
い
予
算

の
中
で
組
合
活
動
を
ど
の

よ
う
に
効
率
化
・
活
性
化

す
る
か
が
最
大
の
課
題
に

な
る
。

　

大
分
石
商
・
協
（
西
謙

二
理
事
長
）
の
理
事
会
が

こ
の
ほ
ど
大
分
市
で
開
催

さ
れ
、
新
年
度
の
事
業
計

画
案
、
予
算
案
な
ど
を
審

議
し
た
。

　

西
理
事
長（
写
真
）は
全

石
連
な
ど
が
検
討
し
て
い

る「
駆
け
付
け
給
油
」な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
、
組
合

に
結
集
す
る
こ
と
で
、
公

正
・
公
平
な
市
場
を
確
立

し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
今
年
で
30
回
を
迎

え
る
「
大
分
県
石
油
感
謝

の
日
の
集
い
」
の
開
催
、

災
害
対
応
の
た
め
の
中
核

Ｓ
Ｓ
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
・
維
持
、Ｓ
Ｓ
過
疎

地
対
策
の
推
進
な
ど
の
事

業
を
盛
り
込
ん
だ
事
業
計

画
案
な
ど
を
提
案
し
た
。

　

福
岡
市
東
区
に
完
成
し

た
の
は
西
部
ガ
ス
の
水
素
Ｓ
Ｔ
で
、
３
月
24
日
か
ら

運
用
を
開
始
し
た
。

　

九
州
で
は
初
め
て
の
都

市
ガ
ス
を
利
用
し
た
商
用

「
オ
ン
サ
イ

ト
方
式
」
。

天
然
ガ
ス
の

イ
ン
フ
ラ
を

活
用
し
て
Ｓ

Ｔ
内
で
水
素

を
製
造
し
、

安
定
的
に
供

給
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

敷
地
面
積
１

３
０
０
平
方

㍍
。
水
素
製
造
装
置
、
水

素
圧
縮
機
、
蓄
圧
器
、
デ

ィ
ス
ペ
ン
サ
ー
な
ど
を
備

え
て
い
る
。
建
設
費
約
７

億
円
。

　

ま
た
、
Ｆ
Ｃ
Ｖ
に
燃
料

を
供
給
す
る
ほ
か
、
水
素

製
造
設
備
を
持
た
な
い
他

の
Ｓ
Ｔ
に
対
し
て
水
素
を

供
給
す
る
機
能
も
備
え
て

い
る
。

　

日
本
エ
ア
・
リ
キ
ー
ド

は
、
佐
賀
市
に
「
佐
賀
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設

置
し
た
。

　

同
Ｓ
Ｔ
は
、
外
部
か
ら

輸
送
す
る
原
料
水
素
を
使

う
「
圧
縮
水
素
オ
フ
サ
イ

ト
」
で
、
小
型
オ
フ
サ
イ

ト
式
は
全
国
で
も
初
の
試

み
と
い
う
。
需
要
に
対
応

し
や
す
い
こ
と
で
、
よ
り

柔
軟
に
全
国
各
地
で
の
水

素
Ｓ
Ｔ
普
及
に
貢
献
で
き

る
、
と
し
て
い
る
。

　

同
社
は
「
エ
ア
・
リ
キ

ー
ド
グ
ル
ー
プ
は
水
素
ガ

ス
に
関
す
る
製
造
、貯
蔵
、

運
搬
か
ら
使
用
ま
で
幅
広

い
知
見
と
経
験
、
全
世
界

75
ヵ
所
以
上
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
向

け
水
素
Ｓ
Ｔ
設
置
の
実
績

を
持
っ
て
い
る
。
日
本
で

の
水
素
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
技

術
の
発
展
と
普
及
に
積
極

的
に
取
り
組
む
」
と
し
て

い
る
。

　

「
元
気
で
行
っ
て
ら
っ
し

ゃ
い
」「
行
っ
て
き
ま
〜
す
」

―
―
。
長
崎
県
西
海
市
大
島

町
、
杉
本
石
油
（
杉
本
秀
伸

社
長
）
の
Ｓ
Ｓ
で
は
毎
朝
・

毎
夕
、
ス
タ
ッ
フ
が
近
く
の

大
島
東
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
見
守
っ
て
い

る
。
こ
の
ほ
ど
手
書
き
の
感

謝
状
も
贈
呈
さ
れ
た
。

　

杉
本
石
油
の
ス
タ
ッ
フ
は

杉
本
社
長
の
妻
靖
子
さ
ん
を

含
め
て
女
性
３
人
。
近
く
の

大
島
東
小
学
校
に
登
校
す
る

子
ど
も
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が

Ｓ
Ｓ
の
前
を
通
っ
て
登
下
校

す
る
。
Ｓ
Ｓ
前
の
道
路
の
交

通
は
ひ
ん
ぱ
ん
で
、
給
油
の

た
め
に
Ｓ
Ｓ
に
出
入
す
る
乗

用
車
や
ト
ラ
ッ
ク
も
多
い
。

ス
タ
ッ
フ
は
そ
の
た
び
に
子

ど
も
た
ち
を
誘
導
し
て
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
子
ど
も
た
ち

と
顔
な
じ
み
。
「
気
を
付
け

て
ね
」
と
声
を
か
け

る
と
子
ど
も
た
ち
も

「
あ
り
が
と
う
」
と

元
気
に
あ
い
さ
つ
す

る
。
子
ど
も
た
ち
が

書
い
た
「
い
つ
も
私

た
ち
の
安
全
を
見
守

っ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
雨
の
日
も
寒
い

日
も
毎
日
そ
ば
に
い

て
く
だ
さ
る
だ
け
で

安
心
し
て
学
校
に
通
う
こ
と

が
で
き
ま
す
」
と
い
う
感
謝

状
を
贈
ら
れ
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
「
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
笑
顔
で
私
た
ち

も
元
気
を
も
ら
え
ま
す
」
と

話
し
て
い
る
。

０
９
２
（
２
８
２
）
０
９
０
８

九
州
支
局
（

）

福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
１‒

15

ふ
く
お
か
石
油
会
館
５
階

九

州

福岡市東区に開設した水素ＳＴ

佐賀初の水素ＳＴ

　

九
州
・
沖
縄
県
の
石
商
・
協
と
全
石
連
九
州
支

部
（
喜
多
村
利
秀
支
部
長
）
の
総
（
代
）
会
が
５

月
に
開
催
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｓ
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
本
年
度
の
活
動
を
振
り

返
り
な
が
ら
新
年
度
の
方
針
、展
望
を
審
議
す
る
。

　

福
岡
市
と
佐
賀
市
で
「
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｔ
）
」
が
完
成
し
た
。
燃

料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
の
普
及
を
目
指
す
北
部
九
州
で
は
、
水
素
Ｓ
Ｔ
の
営
業

開
始
が
相
次
い
で
い
る
が
、
税
制
面
で
の
対
応
が
立
ち
遅
れ
て
お
り
、
「
適
正

な
課
税
制
度
の
確
立
」
を
望
む
声
も
強
ま
っ
て
い
る
。

大　
　

分
　

公
正
市
場
確
立
へ
声
を

佐
賀
は
小
型

オ
フ
サ
イ
ト

総（
代
）会
シ
ー
ズ
ン
迫
る

トップ開催は九州支部（　 ）／５ 11

Ｆ
Ｃ
Ｖ
普
及
へ
水
素
Ｓ
Ｔ
整
備

福
岡
に
九
州
初
の
商
用
都
市
ガ
ス
型

子どもたちからは
「感謝状」も

子どもたちの安全を祈るスタッフ

小
学
生
か
ら〝
感
謝
状
〞

登
下
校
見
守
り
あ
り
が
と
う

杉本石油（長崎県西海市・
杉本秀伸社長）

九州・沖縄の総（代）会日程
県 日 曜日 時間 会　　場

福　　岡 ５月18日 水 13:30 ふくおか石油会館
大　　分 　　23日 月 12:00 大分県石油会館
佐　　賀 　　19日 木 16:00 ホテルニューオータニ佐賀
長　　崎 　　19日 木 12:00 サンプリエール
熊　　本 　　23日 月 12:00 ニュースカイホテル
宮　　崎 　　18日 水 17:00 ホテルＪＡＬシティ宮崎
鹿 児 島 　　23日 月 12:00 鹿児島石油会館
沖　　縄 　　24日 火 17:00 ロワジールホテル
九州支部 　　11日 水 11:00 西鉄グランドホテル
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広
島
県
と
広
島
県
危
険

物
安
全
協
会
連
合
会
は
７

月
４
日
の
三
次
市
を
皮
切

り
に
26
日
の
広
島
市
ま
で

県
内
各
市
で
「
平
成
28
年

度
前
期
危
険
物
取
扱
者
保

安
講
習
」
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

　

受
講
申
請
書
等
の
配
布

場
所
は
各
消
防
局
・
本
部

（
署
）
、
同
連
合
会
、
広

島
県
危
機
管
理
監
消
防
保

安
課
で
、
受
付
期

間
は
５
月
９
日
か

ら
20
日
ま
で
と
な

っ
て
お
り
、
申
請

書
提
出
先
は
各
消

防
局
・
本
部（
署
）

お
よ
び
同
連
合

会
。
受
講
手
数
料

は
４
７
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ
は
同

連
合
会
（
電
話
＝

０
８
２
―
２
６
１

―
８
２
５
１
）
ま

た
は
県
消
防
保
安

課
（
電
話
＝
０
８

２
―
５
１
３
―
２

７
９
０
）
ま
で
。

　

同
部
会
の
事
業
計
画

は
、
年
２
回
実
施
し
て
い

る
定
例
会
で
は
①
小
河
政

彦
・
オ
ゴ
ウ
社
長
に
よ
る

「
事
業
継
承
体
験
談
」
②

齋
藤
裕
子
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
に
よ
る
「
働
き
が

い
を
つ
く
る
魔
法
の
言
葉

（
仮
題
）
」
を
予
定
。

　

ま
た
、
部
会
員
が
講
師

と
な
っ
て
実
施
し
て
き
た

乙
４
資
格
試
験
対
策
事
業

に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

広
島
市
内
に
限
定
し
た
勉

強
会
だ
っ
た
こ
と
や
、
参

加
者
も
伸
び
悩
み
状
況
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
新
年
度
は
「
ぜ

ん
せ
き
ｗ
ｅ
ｂ
」
で
計
画

し
て
い
る
乙
４
試
験
の
た

め
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
活

用
も
含
め
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｓ
未
来

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
積
極
的

な
参
加
を
通
じ
、
他
県
青

年
部
会
と
の
交
流
や
、
情

報
交
換
会
、
会
員
拡
大
な

ど
に
つ
い
て
も
、
積
極
的

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

く
こ
と
と
し
た
。

　

中
国
運
輸
局
が
ま
と
め

た
管
内
２
月
の
新
車
登
録

・
届
出
数
は
、
普
通
貨
物

車
６
６
６
台
（
前
年
同
月

比
８
・
１
％
増
）
、
小
型

貨
物
車
９
９
１
台
（
同
10

・
５
％
減
）
、
普
通
乗
用

車
７
３
６
３
台
（
同
２
・

４
％
増
）
、
小
型
乗
用
車

７
１
６
８
台
（
同
15
・
９

％
減
）
、
軽
貨
物
車
２
８

５
０
台（
同
11
・
１
％
増
）、

軽
乗
用
車
１
万
２
９
４
３

台
（
同
７
・
５
％
減
）
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
月
末
の
保
有

台
数
は
、
普
通
貨
物
車
13

万
９
１
６
６
台
、
小
型
貨

物
車
19
万
３
３
０
６
台
、

普
通
乗
用
車
１
０
１
万
６

８
２
６
台
、
小
型
乗
用
車

１
３
３
万
１
８
２
６
台
、

軽
貨
物
車
72
万
９
５
４
３

台
、
軽
乗
用
車
１
８
１
万

６
２
３
１
台
で
あ
っ
た
。

中
国
経
産
局

石
油
室
を
廃
止
し

資
源
・
燃
料
課
へ

　

中
国
経
産
局
は
１
日
付

で
組
織
変
更
を
行
い
、
石

油
製
品
販
売
業
の
振
興
を

担
当
し
て
い
た
石
油
室
を

廃
止
し
、
資
源
・
燃
料
課

（
電
話
＝
０
８
２
―
２
２

４
―
５
７
２
２
）
に
統
合

し
た
。

　

ま
た
、
地
方
創
生
に
関

す
る
支
援
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
企
画
担
当
業
務

を
「
企
画
調
査
課
」
が
担

い
、新
設
す
る「
調
査
室
」

で
調
査
統
計
関
連
業
務
を

担
う
な
ど
の
変
更
も
行
っ

て
い
る
。

　

広
島
県
石
油
業
青
年
部
会
（
小
河
政
彦
部
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど

県
石
油
会
館
で
２
０
１
６
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
働
き
が
い
、
や
り
が
い
の
創
出
！
」
と
し
、
こ

の
方
針
に
基
づ
い
て
各
種
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
を
決

め
た
。
ま
た
、
役
員
改
選
で
は
西
岡
直
彦
氏
（
ハ
ゼ
ヤ
マ
常
務
広

島
支
店
長
・
Ｊ
Ｘ
系
）
を
新
部
会
長
に
選
出
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
西
岡
氏

を
部
会
長
に
、
伊
藤
賢
太

郎
（
イ
ト
ー
石
油
社
長
・

Ｅ
Ｍ
Ｇ
系
）
、
杉
谷
剛
人

（
杉
谷
石
油
社
長
・
Ｊ
Ｘ

系
）
両
氏
を
副
部
会
長
に

選
出
し
た
。

　

新
部
会
長
に
選
出
さ
れ

た
西
岡
氏
は
「
正
直
な
と

こ
ろ
、
な
に
を
ど
う
や
っ

て
い
く
か
と
い
う
不
安
も

あ
る
。
た
だ
、
大
野
理
事

長
が
『
や
り
が
い
の
あ
る

仕
事
、
働
き
が
い
の
あ
る

職
場
づ
く
り
』
を
強
調
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
当
部
会
と
し
て
も
こ

の
方
針
に
沿
っ
た
形
で
ス

ロ
ー
ガ
ン
も『
働
き
が
い
、

や
り
が
い
の
創
出
』
に
し

た
。
今
後
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
種

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
「
部
会
加
入
の

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
は
若
手

の
販
売
業
者
が
、
系
列
の

枠
を
越
え
て
お
互
い
に
遠

慮
す
る
こ
と
な
く
い
ろ
い

ろ
な
話
し
合
い
が
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た

付
き
合
い
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
人
の
考
え
方
と

か
、
事
業
継
承
へ
の
取
り

組
み
な
ど
も
聞
け
る
。
非

常
に
勉
強
に
な
る
こ
と
な

の
で
、
今
後
も
こ
う
し
た

環
境
を
し
っ
か
り
と
し
た

も
の
に
仕
上
げ
て
い
く
と

と
も
に
、
会
員
の
拡
大
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
、
よ
り
充
実

し
た
部
会
づ
く
り
に
意
欲

を
み
せ
た
。

　

今
総
会
で
部
会
長
を
退

く
こ
と
に
な
っ
た
小
河
政

彦
氏
は
「
１
期
２
年
間
、

部
会
長
を
務
め
た
が
、こ

の
間
、会
員
の
方
々
に
は

各
種
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
。
当

部
会
は
会
社
社
長
、
幹
部

そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
い
ろ

い
ろ
な
人
が
会
員
と
な
っ

て
お
り
、
将
来
的
に
は
そ

れ
ぞ
れ
が
社
内
で
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
く
。
親

組
織
の
石
油
組
合
で
も
役

員
と
な
り
組
合
活
動
を
推

進
し
て
い
く
可
能
性
も
あ

る
。
同
じ
悩
み
を
持
つ
人

の
集
ま
り
、
様
々
な
こ
と

を
学
べ
る
集
ま
り
で
も
あ

る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
活

発
な
活
動
を
期
待
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

０
８
２
（
２
６
４
）
６
６
２
３

中
国
支
局
（

）

広
島
市
南
区
的
場
町
１‒

７‒

20

広
島
県
石
油
会
館
２
階

中

国

前期危険物取扱者保安講習日程
月　日 場　所 種別・時間
７月４日 三 次 市 給油取扱所（午前）・その他（午後）
７月６日 廿日市市 給油取扱所（午前）・その他（午後）
７月７日 大 竹 市 コンビナート（午前および午後）
７月12日 東広島市 給油取扱所（午前）・その他（午後）
７月13日 三 原 市 給油取扱所（午前）・その他（午後）
７月14日 尾 道 市 給油取扱所（午前）・その他（午後）
７月19日 福 山 市 コンビナート（午前および午後）
７月20日 福 山 市 給油取扱所（午前）・その他（午後）
７月21日 福 山 市 その他（午前）・給油取扱所（午後）
７月22日 呉 市 給油取扱所（午前）・その他（午後）
７月25日 広 島 市 給油取扱所（午前）・その他（午後）
７月26日 広 島 市 その他（午前）・給油取扱所（午後）
※午前は９時15分～・午後は１時15分～

中
国
運
輸
局
・
２
月
新
車
登
録
数

小
型
、前
年
割
れ
続
く

７
月
に
危
険
物
保
安
講
習　
広
島
県

危
安
協

講
演
、乙
４
な
ど
積
極
展
開

広島・青年部会 通常総会　/　西岡新体制スタート  ス
ロ
ー
ガ
ン
　「
働
き
が
い
、

 
や
り
が
い
の
創
出
」

新スローガン、活
動方針を決めた広
島青年部会総会㊨
充実した部会づく
りに意欲をみせる
西岡新部会長㊤

副
部
会
長
に
伊
藤
、杉
谷
氏

　

石
油
連
盟
が
先
ご
ろ
ま
と
め
た
２
０
１
６
年
２
月

の
都
道
府
県
別
・
石
油
製
品
販
売
実
績
に
よ
る
と
、

ガ
ソ
リ
ン
販
売
量
は
前
年
同
月
比
が
１
・
５
％
増
と

２
ヵ
月
連
続
前
年
を
上
回
っ
た
の
に
対
し
、
前
月
比

は
０
・
３
％
減
と
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
り
、
販
売
量
は

４
１
５
万
㌔
㍑
と
な
っ
た
。
灯
油
は
前
年
同
月
比
が

６
・
４
％
減
、
前
月
比
は
４
・
１
％
減
と
と
も
に
下

回
り
、
販
売
量
は
２
６
１
万
㌔
㍑
に
と
ど
ま
っ
た
。

軽
油
は
前
年
同
月
比
が
０
・
２
％
増
、
前
月
比
が
11

・
１
％
増
と
と
も
に
上
回
り
、
販
売
量
は
２
７
０
万

㌔
㍑
に
達
し
た
。
燃
料
油
計
は
主
力
３
油
種
が
比
較

的
小
幅
な
動
き
で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
前
年
同
月
比

は
２
・
１
％
減
、
前
月
比
は
０
・
２
％
減
と
こ
ち
ら

も
小
幅
な
動
き
に
と
ど
ま
り
販
売
量
は
１
５
７
４
万

㌔
㍑
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
【
ガ
ソ
リ
ン
販
売
実
績
】

　

16
年
２
月
の
ガ
ソ
リ
ン

販
売
量
は
前
月
比
が
０
・

３
％
減
と
ほ
ぼ
横
ば
い
に

と
ど
ま
る
一
方
、
前
年
同

月
比
は
１
・
５
％
増
と
２

ヵ
月
連
続
で
前
年
を
上
回

り
、
販
売
量
は
４
１
５
万

㌔
㍑
と
な
っ
た
。
原

油
価
格
が
前
年
同
月

比
で
半
額
程
度
ま
で

下
落
し
た
こ
と
を
受

け
、
ガ
ソ
リ
ン
需
要

が
若
干
持
ち
直
し
た

格
好
だ
。
都
道
府
県

別
で
は
４
・
８
％
減

の
福
井
、
４
・
３
％

減
の
三
重
な
ど
27
道

県
が
前
月
を
下
回
る

一
方
、
11
・
２
％
増

の
和
歌
山
、
７
・
８

％
増
の
徳
島
な
ど
20

都
府
県
が
前
月
を
上

回
り
東
西
で
明
暗
が

分
か
れ
た
。

　

前
年
比
は
12
・
１
％
増

の
福
岡
、
７
・
９
％
増
の

秋
田
、
高
知
な
ど
35
都
道

府
県
が
前
年
を
上
回
っ
た

の
に
対
し
、
７
・
０
％
減

の
愛
知
、
５
・
２
％
減
の

大
阪
な
ど
12
府
県
が
前
年

を
下
回
っ
た
。

　

【
灯
油
販
売
実
績
】

　

シ
ー
ズ
ン
終
盤
を
迎
え

た
２
月
の
灯
油
販
売
量

は
、
暖
冬
の
影
響
も
あ
り

１
月
比
で
４
・
１
％
減
と

半
年
ぶ
り
に
前
月
を
下
回

っ
た
の
に
加
え
、
前
年
比

も
６
・
４
％
減
、
前

々
年
比
も
10
・
８
％

減
と
落
ち
込
み
、
販

売
量
は
２
６
１
万
㌔

㍑
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

都
道
府
県
別
の
う

ち
前
月
比
は
20
・
９

％
減
の
山
口
、
17
・

４
％
減
の
鹿
児
島
36

都
府
県
が
前
月
を
下

回
っ
た
の
に
対
し
、

前
月
を
上
回
っ
た
の

は
18
・
５
％
増
の
沖

縄
、
12
・
７
％
増
の

富
山
な
ど
11
道
県
に

と
ど
ま
っ
た
。

　

前
年
比
は
24
・
４
％
減

の
大
阪
、
22
・
８
％
減
の

愛
知
な
ど
38
都
府
県
が
前

年
を
下
回
っ
た
の
に
対

し
、
前
年
を
上
回
っ
た
の

は
14
・
１
％
増
の
佐
賀
、

13
・
８
％
増
の
岡
山
、
12

・
４
％
増
の
青
森
な
ど
９

道
県
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

札
幌
、
仙
台
、
新
潟
、

東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、

広
島
、
福
岡
の
８
都
市
平

均
気
温
は
５
・
０
度
で
、

平
年
を
０
・
９
度
、
前
年

を
０
・
２
度
上
回
り
、
暖

冬
傾
向
が
は
っ
き
り
と
表

れ
て
い
る
。

　

【
軽
油
販
売
実
績
】

　

２
月
の
軽
油
販
売
量
は

11
・
１
％
増
と
前
月
を
大

き
く
上
回
る
と
と
も
に
、

前
年
比
も
０
・
２
％
増
と

ほ
ぼ
横
ば
い
な
が
ら
わ
ず

か
に
前
年
を
上
回
り
、
販

売
量
は
２
７
０
万
㌔
㍑
に

達
し
た
。
都
道
府
県
別
の

う
ち
前
月
比
は
、
22
・
７

％
増
の
島
根
、
22
・
２
％

増
の
香
川
、
21
・
６
％
増

の
広
島
な
ど
２
桁
の
伸
び

と
な
っ
た
24
都
道
県
を
含

む
47
都
道
府
県
す
べ
て

が
、
前
月
を
上
回
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
前
年
比

は
、20
・
０
％
増
の
京
都
、

12
・
１
％
増
の
石
川
、
10

・
５
％
増
の
神
奈
川
な
ど

23
都
道
府
県
が
前
年
を
上

回
っ
た
の
に
対
し
、
前
年

を
下
回
っ
た
の
は
23
・
９

％
減
の
山
口
、
11
・
２
％

減
の
山
形
、
10
・
２
％
減

の
和
歌
山
な
ど
24
府
県
に

及
ん
だ
。

Z
E
N
S
E
K
I

２
月
県
別
販
売
数
量

ガソリン需要若干持ち直し

（単位：千㌔㍑、％）都道府県別・２月主要油種別販売実績
ガソリン 灯油 軽油 燃料油計

16年２月 前年比 16年２月 前年比 16年２月 前年比 16年２月 前年比
北海道
青　森
岩　手
宮　城
福　島
秋　田
山　形
新　潟
長　野
群　馬
栃　木
茨　城
千　葉
埼　玉
東　京
神奈川
静　岡
山　梨
愛　知
三　重
岐　阜
富　山
石　川
福　井
滋　賀
京　都
大　阪
奈　良
和歌山
兵　庫
岡　山
広　島
鳥　取
島　根
山　口
徳　島
高　知
愛　媛
香　川
福　岡
大　分
佐　賀
長　崎
熊　本
宮　崎
鹿児島
沖　縄
全　国

175 5.1 459 3.6 175 6.5 1,367 5.8
46 3.8 102 12.4 36 3.3 225 ▲1.5
47 4.2 58 ▲0.8 43 1.5 174 0.6
96 ▲2.1 86 ▲16.0 84 ▲3.5 312 ▲17.8
74 2.8 59 ▲12.6 55 0.1 259 ▲25.9
36 7.9 66 7.3 20 ▲3.1 150 9.2
38 3.8 56 ▲4.9 23 ▲11.2 134 ▲3.6
90 2.2 98 ▲5.5 52 ▲9.8 269 ▲4.7
79 0.7 89 ▲7.9 40 ▲4.5 227 ▲4.3
70 ▲1.0 41 ▲4.7 38 1.2 172 ▲1.8
77 1.6 46 ▲6.0 52 ▲5.7 202 ▲3.7
122 2.2 58 ▲10.4 83 3.1 717 5.6
182 4.1 62 ▲17.4 104 1.7 1,407 ▲8.9
190 3.5 68 ▲5.1 106 3.3 378 1.3
556 3.7 283 ▲11.6 322 4.9 1,775 0.7
176 ▲4.1 82 ▲17.3 121 10.5 833 ▲6.5
129 1.6 45 ▲10.0 88 2.2 332 ▲1.4
28 ▲0.5 21 ▲8.5 16 0.2 73 ▲4.3
268 ▲7.0 93 ▲22.8 154 ▲8.0 670 ▲11.9
102 3.3 45 ▲5.6 72 ▲2.2 474 ▲2.8
71 1.9 30 ▲9.7 35 0.3 153 ▲1.8
36 2.7 32 ▲3.7 23 ▲4.7 139 ▲6.8
47 3.1 37 ▲2.1 29 12.1 141 4.2
28 2.7 24 ▲0.3 18 ▲2.6 88 ▲14.7
48 2.0 22 ▲9.0 27 ▲0.2 102 ▲1.9
55 3.4 18 ▲11.4 35 20.0 116 4.1
209 ▲5.2 65 ▲24.4 148 ▲6.7 520 ▲10.5
35 3.5 10 ▲10.5 13 ▲0.1 61 ▲1.2
28 1.6 11 ▲7.5 14 ▲10.2 65 ▲1.8
136 0.5 59 ▲12.0 96 5.0 350 ▲1.7
75 ▲1.0 52 13.8 49 6.4 685 ▲1.0
91 ▲0.5 38 ▲12.2 74 4.4 289 10.4
22 ▲5.0 13 ▲11.2 13 1.7 68 4.1
22 4.8 12 ▲6.2 13 ▲4.8 61 ▲2.2
55 3.0 38 ▲7.7 38 ▲23.9 572 34.5
25 2.7 10 ▲5.5 14 ▲4.8 93 15.6
20 7.9 8 5.6 12 ▲7.2 59 ▲1.5
47 ▲0.3 24 9.7 30 ▲0.8 354 1.1
50 1.3 22 ▲2.9 48 ▲3.4 141 ▲13.2
164 12.1 64 1.5 105 ▲3.3 456 ▲0.9
44 3.4 18 ▲4.0 25 ▲1.9 288 1.3
26 2.2 8 14.1 20 0.8 76 6.5
39 ▲4.9 16 ▲8.4 24 8.2 128 ▲16.1
48 6.6 21 ▲0.4 31 0.0 131 ▲0.0
38 ▲0.8 14 ▲9.9 24 ▲6.4 113 ▲8.1
66 6.9 21 ▲7.0 39 ▲0.6 186 ▲3.4
44 4.7 7 0.2 20 6.1 155 ▲3.8

4,149 1.5 2,612 ▲6.4 2,702 0.2 15,739 ▲2.1
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